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 国際協力事業団（JICA)
への協力

使用済のプリペイドカード(テレ
フォンカード、ハイウエイカー
ドなど)がありましたら、お寺へ
御持参下さい。
（JICA)を通じて世界中の子供達
の医薬品や医療器具などを購入
する資金を得るための活動に役
立てていただきます。

本堂内陣の阿弥陀様
を守護する四天王が、
祀られました。
阿弥陀様のおられる
須弥山（しゅみせん）
の四方を持国天、増長
天、廣目天、多聞天が
お守りします。

写真は持国天
寄進者　呰　トミ殿

だるまさん

年間法要の法話、念佛講、１４日会
等に参加された方に渡しています。
１００だるま以上集められた方には
無条件で、お戒名に院号をお贈りし
ます。お札に名前を書いて保管して
おいて下さい。
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８０歳で最後の旅
路、クシナガラへ
　歳を取るにつれて、お釈迦
さまは、しだいに肉体の衰え
を感じはじめ、横になること
が多くなられました。コーサ
ラ国の瑠璃王によって滅ば
され、教団内でも、信頼をお
いていた舎利弗、目蓮という
十大弟子のうちの二人が相
次いで亡くなるなど、つらい
ことが続いていました。
　こうしたことで生きる意
欲が減退してきたお釈迦さ
まは、ついに入滅の決意を固
められます。そして入滅の場
所としてクシナガラを選ぶ
と、侍者として阿難（あなん）
ひとりを連れ、最後の旅に出
たのである。齢８０歳、さと
りを開いてから４５年後で
ありました。
　高齢の体に鞭打ってのつ
らい旅であったと思われま
す。ようやくクシナガラにた
どり着くと、お釈迦さまは二
本のサーラ樹を選び、その間
に床を用意させました。そし
て北側へ頭を置き、右側を下
にして横になると、足と足を
重ねられました。このとき
サーラ樹は、季節ならぬ花を
咲かせお釈迦さまを迎えた
といいます。
　お釈迦さまの入滅が近い

ことを知っ
た出家修行
者や在家の
信 者 は 、
続々とサー
ラ樹のもと
へ集まって
きました。
さらに、鳥
や獣、目に
は見えない諸天諸神までも
が詰めかけ、釈迦の周囲を埋
め尽くしていったといわれ
ています。お釈迦さまは、最
期の言葉を発すると、やがて
禅定（ぜんじょう）「瞑想」に
入り、そのまま静かに入滅さ
れたのでありました。

釈迦の最後の言葉は
　
　お釈迦さまが阿難をはじ
め、集まった人々にいったの
は、「この世はすべて無常で
ある。比丘（びく）よ、そな
たたちは、怠ることなく努力
するように」ということばで
した。「自燈明･法燈明」お釈
迦さまが入滅する直前、お釈
迦様の死後の事を不安に思
う信者に対して行った最後
の説法の内容。「自分自身を
頼り（燈明）としなさい。そ
して、私を頼りにするのでは
なく、私の説いた法を頼りと

しなさい」とお釈迦さまは最
期に言われました。信頼すべ
きは釈尊自身ではなく、「法」
であるという宗教家として
在るべき姿がここにありま
す。　

世界各地に分骨さ
れた釈迦の遺骨
　
　お釈迦さまは亡くなった
あと、タシナガラで火葬され
ました。その遺骨は部族や王
によって八つに分けられ、そ
れを祀るストゥーバ（塔）が
各地に建てられたと伝えら
れています。また、玄奘三蔵
の記した「大唐西域記」によ
れば、アショカ王が八つのう
ちの七つのストゥーバから
お釈迦さまの遺骨を集めて、
あらたに分骨して八万四千
のストゥーバを建てたとも
伝えられています。

涅槃会（ねはんえ）
お釈迦様がなくなられた日　2月１５日
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《 ぶ ど 》

作ってみよう精進料理

■材　料

ぶど 　　　　　　　　400g
だし汁 　　　　　　　同量
細ねぎ　　　　　　　 1束
みそ 　　　　　大さじ1杯
椿油　　　　　 大さじ1杯
みりん　　　　 大さじ1杯

■作り方

◎ぶどは丁寧にゴミを取り除き、水洗いする。
◎鍋にぶどとだし汁を入れ火にかける。
◎アク汁を取りながら柔らかくなるまで煮る。
◎調味料を入れ、最後にみじん切りしたねぎを　
入れて火を止める。
◎型に入れて冷し固める。

〔 浄 土 宗 か る な 〕 よ り
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   お彼岸
極楽浄土への道

◎お浄土へ思いをよせ、ご
先祖から伝えられた「命」の
尊さをかみしめましょう。
お彼岸がやってきます。仏
道実践週間ともいわれるこ
のお彼岸を好機に、お念仏
生活へ一歩を歩みだしま
しょう。

◎お彼岸を迎えるにあたって
「暑さ寒さも彼岸まで」と
いいますが、お彼岸は春夏
秋冬の四季にめぐまれた日
本独特の仏教行事です。
私たちはこの仏教行事を
とおして季節の移ろいをも
感じとっています。お彼岸
につきものの春の”ぼたも
ち（牡丹餅）”、秋の”おはぎ
（御萩）”などもその表れと
いえるでしょう。
しかし、この彼岸は季節を
表す言葉ではありません。
私たちは日ごろ、「あの世、
この世」という言葉を使い
ます。「この世」はもちろん
私たちの生きている現実世
界であり、「此岸（しがん）」
です。
此岸は(1)煩悩渦巻く(2)「四
苦八苦」の世界です。限りあ
る苦悩の世界をいとい離れ
て求められるのが、「あの
世」すなわち「彼岸」なので
す。

彼岸は限りない命と智慧
に満ちあふれた世界です。
阿弥陀さまの浄土、西方極
楽浄土こそが、私たちの願
い求めゆくべき彼岸なので
す。
彼岸という仏教行事をと
おして私たちは、今を生き
るこの私の命がご先祖から
永々と伝えられて来た「命
のバトン」を受けて生きて
いるという事実を再確認し、
彼岸にいらっしゃるご先祖
をしのぶとともに、この私
も命おえる時には彼岸での
( 3 )「倶会一処（くえいっ
しょ）」を願い求め、「四苦八
苦」の世界に埋没すること
なく精進してまいりますと
いう心を堅固にすることが
大切なのです。

◎彼岸への一筋の道
ここで、中国の高僧善導
大師が説かれた「二河白道
（にがびゃくどう）」のお話
をご紹介しましょう。彼岸
と此岸との対応が明確にあ
らわされています。
一人の旅人が、東から西
への旅路を歩いています。
突然前方に河があらわれま
した。立ち止まって後を振
り返ると、盗賊や猛獣・毒蛇
が襲いかかってきます。
旅人は河の間に小さく細
い白道を見つけました。し
かし白道の左の方には猛火
が燃えさかり、右手は急流
が押し寄せてきます。進む

も死、戻るも死と、全くの絶
望状態です。旅人は躊躇し
ていました。すると、迷って
いる旅人の耳に、東の岸か
ら声が聞こえて来ました。
「決心してその白道を歩み
なさい。死ぬようなことは
ありません。そこにとど
まっていたら死ぬでしょう」
と、そしてさらに進もうと
する西の岸からも、それに
呼応するように「心から信
じてすぐこちらに来なさい。
私があなたを守ってあげよ
う。水の河、火の河を恐れる
ことはありません」という
声が響いてきました。
その声に励ませれて前進
する旅人ですが、背後から
盗賊や猛獣・毒蛇の声が。
「早く引き返しなさい、その
道は通れない、行けば死ぬ
だけだ。我々はあなたを殺
したりはしない、引き返し
なさい」旅人はその誘惑に
乗ることなく白道を進み、
ついに向こうの岸に到達す
ることが出来たのです。
賢明な読者の皆さんはお
気付きのことと思います。
東岸は娑婆、西岸はお浄土
です。盗賊や猛獣・毒蛇は私
たちの心に住む煩悩を、火
の河は怒りの心、水の河は
貪りの心を意味しています。
白道は彼岸に到ろうとする
清浄な心、東岸の声の主は
お釈迦さま、西岸からのそ
れは阿弥陀さまの呼び声な
のです。
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はじめての五重相伝
平成１６年４月２０日から
２４日までの５日間、無量寺
では浄土宗に伝わる五重相
伝会を開きます。
これはこの紙面に連載して
きましたように大変有意義
な（檀信徒のみなさまの為
の）修養会です。
人間としてこの世に生まれ
てきたことの本当の意味を
考えていただく為に、また、
今、生かされていることの幸
せを実感していただく為に
行います。
日頃から先祖様の御回向を
通して感謝の気持ちをもっ
て過ごされていることとは
思いますが、今一度、無量寺
の本堂の御本尊様（阿弥陀如
来様）のみ前で集中してお話
を聴き、お釈迦さま以来面々
として続く浄土宗のお念佛
の教えを受けて頂きたいと
思います。
５日間時間をあけてお通い
頂くのは大変だと思います。
仕事や家庭のことなかなか

ままならないことがあるで
しょう。御家族や職場の皆
様の御協力が必要になって
くることでもあります。
しかし、１度きりしかな
いこの世の人生で尊い佛縁
に出会っていただくこと
は、大変意義あることと思
います。
海外旅行に出かけたと思
えば、あるいは体調を調べ
るために検査入院をすると
思えば、５日間の時間を開
ける事はそう難しいことで
はないでしょう。
最近、巷では、葬式をどの
ような形でしてほしいの
か？あるいはお骨をどうの
ように祭ってもらおうか、散
骨がいい、自然葬がいい、な
ど死後のことを話題にでき
るような環境も整いつつあ
ります。
私達僧侶からこれをみてい
ますとある面では自己満足
の域をでないのではない
か？
あるいは社会情勢、家族問
題の波を受けて、その人らし
い個性といいながら実は世
の風潮に流されているので
はないのか？と思える事も
あります。
大事なことは、頂いたいの
ちを生ききって、後生に伝え
ることのできるものとは
いったい何なのか？
それを探る手がかりを五重
相伝会で見つけていただき
たいものです。

ほんとうに生きるとはどう
いうことなのか？
５日間のこの修養会で気付
かせていただくことができ
るようになれば幸甚に存じ
ます。
お一人でも多くの方がこの
佛縁に会われる事を祈念し
ております。
現在あと１０名ほどの方に
お申し込みいただける状況
です。
より多くの機会をもちたい
とは思いますが、お寺にとり
ましても多くの準備が必要
ですので、１０年から１５年
おきに開いてまいりました
法会です。皆様もお体の楽な
内に参加される方がよいと
思います。

五重相伝を修了された方に
は上の様な巻物をお授けし
ます。これは生涯大切にして
下さい。滅後はお棺に入れて
お送りします。
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◎お彼岸の由来

さて、私たちが春秋に迎え
るお彼岸は、それぞれ春分、
秋分の日を中日としての一
週間をいい、日本独特の行
事です。そしてこのような
形態で行われるようになっ
たのは聖徳太子の時代から
といわれています。平安時
代初期から朝廷で行われ、
江戸時代に年中行事化され
たという歴史があります。
さらにその根拠を尋ねて
みますと、前述の二河白道
を説かれた(4)善導大師の著
書(5)『観経疏（かんぎょう
しょ）』の(6)「日想観」が源
となっています。
善導大師は春分、秋分の日
は、太陽が真東から昇り、真
西に沈むところから、その
陽の沈みゆく西方の彼方に
ある極楽浄土に思いを凝ら
すのに適していると説かれ
ました。
お彼岸はこの日想観を
行って極楽浄土を慕うこと
を起源とした仏事なのです。
皆さんも、是非このお彼岸
には実践してみてください。
ビルの谷間に沈みゆく太陽
であろうとも、その彼方に
は極楽浄土があるのです。

◎お念仏で彼岸へ渡ろう
私たちが求め慕う彼岸、極
楽浄土にはどうすれば到達
することができるのでしょ
う。

煩悩の水火渦巻く私たちに
とっての「白道」とは何で
しょうか。
阿弥陀さまは、私たちのよ
うに自らの力で煩悩を断ち
切れない凡夫に救いの手を
さしのべる本願を選びとっ
てくださっています。お念仏
のみ教えこそが、私たちに
とっての「白道」なのです。
お念仏の生活を日々送るこ
とが、彼岸への道を歩むこと
なのです。
私たちには煩悩の荒波を鎮
めたり、猛火を消し止めて彼
岸へ到達することはできま
せん。阿弥陀さまの本願の船
に乗って彼の岸へ渡らせて
いただくのが唯一の道なの
です。
◎お念仏の心構え
私たちの彼岸へのよりどこ
ろであるお念仏、どのような
心でお称えすればよいので
しょう。究極には法然上人の
お言葉「智者のふるまいをせ
ずして、ただ一向に念仏すべ
し」につきるのですが、お念
仏を称える心のありかたと
して説かれている「三心」に
ついてふれてみましょう。
�その第一は「至誠心（し
じょうしん）」です。「至とい
うは真なり、誠というは実な
り」というように真実の心、
内面にも外面にも嘘偽りが
なくありのままの飾ること
のない心を「至誠心」といい
ます。次に「深心（じんしん）」
が挙げられています。「深心

とは、すなわちふかく信ずる
こころなり」なのです。何を
深く信じるのかということ
ですが、二つあります。「信
機」し「信法」です。
「はじめにはわが身の程を
信じ、のちに仏の願を信ずる
なり」のお言葉があります。
信機はまさに「身の程」を
知るということです。「なす
べきことをなさず、すべきで
ないことをしてしまう自己
に気付く」ということでしょ
う。
そんな私をも、阿弥陀さま
はお救いくださるのだ、お念
仏を称えて、阿弥陀さまの本
願力に乗じて必ず往生する
ぞ、と信ずる心を信法という
のです。
三番目は「回向発願心（え
こうほつがんしん）」です。こ
れは、私たちが前世から今に
至るまでなしてきた、あるい
はこれからなす全ての善い
行いの功徳を振り向けて極
楽往生、彼岸への到達を願う
心をいいます。
このように三心を述べてみ
るとそれぞれ別個のものの
ように思われますが、「極楽
往生を願う心に嘘偽りがな
く、心底往生をしたいと思う
のであれば、三心は自然にそ
なわってくる」と法然上人は
おっしゃっています。
このお彼岸を好機として、
彼岸への思いを深め、そこへ
の歩みを踏み出したいもの
です。
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彼岸法要の彼岸法要のご案内ご案内

檀信徒各位

聖　名、日一日と暖かな陽射しの今日この頃となりま
した。
皆々様にはご健勝の事とお慶び申し上げます。
平成16年に入りまして、早3月の声をきき、恒例の春
のお彼岸を迎える時期となりました。
就きましては下記のように春季彼岸法要を厳修いたし
ますので、ご多忙の処とは存じますが、お繰り合わせ
ご参詣下さいますようご案内申し上げます。合　掌

　平成16年 3月
　　　　　　　　　　　　無量寺住職　堤　俊翁　拝
　
　※日　時　　3月20日（土）（春分の日）
　　　　　　　午後1時よりご回向、引き続き説教
　※布教師　　筑後市林鐘院　三宅　明信　上人　
　※ご回向料　1霊につき　金1,000円以上ご志納下さい
　※お供米またはお供え米料

人生けるときはげみなければ、たとえば草樹の根なきが如し。
花を採りて日盛りに置かんに、能くばく時か鮮やかなることを得ん。人の生命も亦かくの如
し。うつりかわりはたちまちのあいだなり。もろもろの道をおさむる人々にすすむ、勤め修
めてすなわち真に至りたまへ。（善導大師「往生礼讃」）


